

























































































































































































































例 指示原形 拡張指示 大体の時期
われ 一人称 二人称 上代 ～ 近世（19ｃ後半）
てまえ 一人称 二人称 近世（17ｃ）～ 現代
わ 一人称 二人称 上代
ぼく 一人称 二人称 近世（17ｃ）～ 現代
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ence” であり、「拡張指示」は、“Shifted/extended reference” となっている。また、中世から近世
において一人称詞から二人称詞への推移のあった再帰代名詞の「うぬ」、及び、現代日本語で三人称
詞から二人称詞への推移が見られる「かれ」「かのじょ」についても言及されているが、本稿では取
り扱わないため表１では表示していない。
14）Mr O コーパスは、「アジアの文化・インターアクション・言語の相互関係に関する実証的・理論的
研究」（平成15・16・17年度科学研究費基盤研究Ｂ）のもとに、2004年に日本女子大学で収集された
異言語・文化間比較を可能にするコーパスデータである。コーパスは、会話、一人語り、課題達成
相互行為の三部構成からなっており、収集した言語は、日本語、アメリカ英語、韓国語、リビア・
アラビア語である。本研究では、二人の共同作業で行う課題達成データを使用した。以下に示すの
は、課題達成に使用された絵カードの例（一部）である。
15）「場の理論」は、清水（1996）により生命科学の分野から発したものであるが、現在では社会の中の
人間のあり方や世界の中での人間の生き方についての一つの哲学的思考として、経済、ビジネス社
会にまでも広がりをもち、多くの関心を集め始めている。哲学としては、西田哲学や仏教哲学にも
通底する思想をもつ。言語研究においては、特に日本語及び東アジア言語の様々な言語現象を説明
しうる理論として関心が寄せられつつある。
